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ミヤコグサの苗作りを通して　〜白楊高校の地域活動への参加〜

栃木県立宇都宮白楊高等学校　生物工学科　教諭　髙橋由起

１． 活動の概要
　宇都宮白楊高校生物工学科では、環境学習の一環として平成21年頃からうじいえ自然に

親しむ会の動植物保全活動にボランティアとして参加しています。特に、鬼怒川河川敷の

絶滅危惧種の保全活動には興味関心を持つ生徒が例年おり、年に数回ではありますが、宇

都宮から現地へ赴き、除草活動や観察会などを通して、河川敷の特殊な環境に生育する動

植物の生態について学んでいます。

　また、年に１回ではありますが、さくら市のゆうゆうパークにて特定外来種に指定され

ているオオキンケイギクの除草作業を行っております。このような活動を契機に、生徒た

ちは身近な環境問題について改めて考え、課題意識を高く持つようになってきました。

　　　  ゆうゆうパークでの活動の様子　　　　　　除草したオオキンケイギク

２． 宇都宮白楊高校生物工学科について
　本校生物工学科では、植物分野・動物分野・微生物分野に関わるバイオテクノロジーの

学習を主軸とした専門的なカリキュラムを実施しています。植物分野では組織培養による

苗の大量増殖、動物分野ではマウスなどの実験動物の飼育管理およびその利用、微生物分

野では発酵技術や環境浄化能力などについて学んでいます。
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３． ミヤコグサの苗作り
　うじいえ自然に親しむ会の様々な活動に参加する中で、生物工学科で日頃学習している

技術を環境保全活動に生かすことはできないかと考え、平成26年度から絶滅危惧種シルビ

アシジミの食草であるミヤコグサを組織培養の技術を使って大量増殖を試みることになり

ました。積極的にボランティアに参加していた現在の3年生が中心となって、試験管の中

で苗を育てることにしました。植物ホルモンの種類や添加量など試行錯誤し、苗を増殖さ

せることができました。また、試験管の外に出し徐々に環境に慣らしていく順化という難

しい管理も成功し、無事に苗として鉢上げすることができました。

　また、これらの研究成果を第60回日本学生科学賞栃木県展覧会に出品し、優秀賞を受賞

することができました。学校内の活動にとどまらず、このような展覧会に参加することで、

貴重な鬼怒川河川敷の環境が急激に変化しつつある現状や、それに対する様々な取り組み

について、多くの人に知ってもらうことができたと感じています。

　　　  試験管の中で育つミヤコグサ　　　　　日本学生科学賞栃木県展覧会表彰式

４．おわりに
　このような活動を通して、生徒自ら身近な環境問題に目を向け、課題意識を持ってそれ

を解決しようとする姿勢が身についてきているように思います。このような機会を設けて

いただいた、うじいえ自然に親しむ会会長の加藤啓三様をはじめ、会員の皆様に改めて御

礼申し上げます。
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今年も出前授業と校外学習をサポート
さくら市立熟田小の児童からお礼のメッセージ

　昨年５月、加藤会長と当会顧問の田代俊夫先生が講師となり熟田小学校４年生への鬼怒
川の自然に関する出前授業を行いました。これをふまえて４年生の児童は後日、ゆうゆう
パークを訪れ野外学習を体験しました。現地、鬼怒川の風景を目の前に、授業で教えても
らった植物や昆虫は児童たちにどのように見えたのでしょうか。いくつか紹介しましょう。

　「シルビアシジミはイギリス人のフェントンさんが１８７７年に発見したことや、鬼怒川
にシナダレスズメガヤがふえて、たいへんなことになっていることを教えてくださってと
ても勉強になりました。シナダレスズメガヤのぬきとり作業に行ったときはとても楽し
かったです。もうすこしするとシルビアシジミやミヤマシジミ、ツマグロキチョウなどが
きたり、秋になるとカワラノギクなどがさいたりすることもわかりました。」（女子）

　「シナダレスズメガヤはどこから来たのか、どんな植物なのか、どんな悪影響があるの
かを知ることができました。これからもシナダレスズメガヤのくじょをがんばってくださ
い。」（男子）

　「僕は植物の名前をたくさん知ることができました。ミヤコグサはマメ科の植物だとは
じめて知りました。草取りはつかれたけれどたのしかったです。またゆうゆうパークに
行ったらみんなで草取りをしたところを見に行きたいです。」（男子）

　「きれいだなと思っていたオオキンケイギクも特定外来生物ということがわかり、とて
もおどろきました。シルビアシジミは絶滅危惧種Ⅱ類ということも、はじめて知りました。
ミヤコグサを食べていることもわかりました。シナダレスズメガヤの抜き取り作業をじっ
ししていることも知りました。参加してみたいなと思いました。ヤマトシジミはカタバミ
を食べることを知ったときは小さな草を食べるんだなと思いました。」（男子）

　「シルビアシジミやシナダレスズメガヤのことをもっと知りたくなりました。ほかにも
ウスバカミキリ、カワラゴミムシ、ミヤマシジミ、ツマグロキチョウなどいっぱい昆虫や
植物がいてびっくりしました。シルビアシジミは家のまわりにいるヤマトシジミによくに
ているということがわかりました。」（女子）
　

熟田小学校　玉村好明　校長からのコメント
　自然保護という活動の前で一人ひとりの力はちいさなものかもしれませんが、みんなで
協力しあうことにより大きくなり、大切なものを守ることにつながるのではないでしょう
か。シルビアシジミ、名前もすてきですが、貴会の活動は子どもたちに豊かな心を育む素
晴らしいチャンスを提供してくれています。
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